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 令和３年７月１日（木）に、「湘南港（東京2020オリンピック競技大会セーリング

競技会場）について」調査を実施したところ、その概要は次のとおりでした。 
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１ 調査の概要 

(1) 調査箇所 湘南港（東京2020オリンピック競技大会セーリング競技会場） 

(2) 出席委員 小林委員長、神倉副委員長、 

川本、原、内田、いそもと、松田、すとう、望月、作山、小野寺、

池田、菅原(直)の各委員 

(3) 調 査 日 令和３年７月１日(木) 概要説明 

 

２ 湘南港（東京2020オリンピック競技大会セーリング競技会場） 

(1) 調査目的 

   湘南港（東京2020オリンピック競技大会セーリング競技会場）では、令和３年

７月25日から５日間にわたって行われるセーリング競技に向けた準備が着々と

進められているところである。 

   今後、７月５日から当競技会場に選手を受け入れる予定となっているが、新型

コロナウイルス感染症の蔓延が続く中、また、真夏の開催となることから、いわ

ゆるバブル方式による動線分離や、会場における観客の密を避ける対策、加えて、

会場での熱中症対策等、競技運営には様々な課題もあり、現地では諸対策が講じ

られることとなっている。 

   そこで、競技会場における選手受入れの目前である機会を捉えて、その準備状

況を確認することにより、今後の当委員会における委員会審査の参考に資する。 

(2) 主な説明項目 

  ア 競技会場内の主な施設 

競技会場内は主に３つのエリアに分かれている。 

まず、競技運営エリアは、競技マネジメント、計測、審問（審判）、ドーピン

グ検査のための諸室及び選手用ラウンジなどが設けられる。艇があるのもこの

エリアとなる。 

次に、会場運営エリアは、飲食、清掃、廃棄物処理のための諸室及びメディ

アセンターが設けられる。 

観客エリアは、観客のための休憩、飲食、物販のためのスペース及び、セキ

ュリティチェックなどを行う入退場用テントも設けられている。 

 

イ セーリング競技に係る主なスケジュール 

７月５日 競技会場選手受入開始 

  13日 オリンピック セーリング村（選手村分村となる大磯プリンスホ

テル）開村 

  15日 公式練習開始 

  25日 セーリング競技開催（８月５日までの５日間） 
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８月７日 セーリング村閉村 

 

※ 現地調査について 

３日（土）に予定していた現地調査及び現地での質疑応答については、荒天によ

りやむを得ず中止した。 

 

 

現地調査に先立ち、セーリング競技会場について説明を受ける様子 

 

(3) 調査結果 

  セーリング競技会場では、いよいよ選手や関係者の受入れが始まることとなり、

利用者別に分けられたそれぞれのエリアにおける準備も大詰めを迎えている。残

念ながら現地調査は中止せざるを得なかったが、セーリング競技会場について、

委員会としてその準備状況を確認する貴重な機会となった。 

以上のように、湘南港（東京2020オリンピック競技大会セーリング競技会場）

を調査したことにより、当委員会において東京2020オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会に関する事項を審査する上で、参考に資することができた。 
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<参 考> 

 

１ 随 行 者 結束主任主事（議会局議事課）、若月副主幹（国際文化観光局総務

室）、長洲副主幹（スポーツ局総務室） 

 

２ 調査箇所側出席者 

平田スポーツ局長、三枝同局副局長兼総務室長、千葉オリンピック・パラリン

ピック担当部長、清水スポーツ局企画調整担当課長、矢島セーリング課長 

 


